
22　22まちの話題

がんばろう　日本！
がんばろう　栃木！

　

平
成
23
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

に
お
い
て
、
宇
賀
持
正
紀
氏
が

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　

氏
は
元
南
河
内
町
議
会
議
員

や
町
長
と
し
て
旧
南
河
内
町
の

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
ほ
か
、
南
河
内
町
・
国
分
寺

町
・
石
橋
町
合
併
協
議
会
の
会

長
と
し
て
、
下
野
市
誕
生
に
努

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
市
発
足
後
は
市
長

が
誕
生
す
る
ま
で
の
間
、
市
長

の
職
務
代
理
者
と
し
て
、
新
市

の
舵
取
り
役
を
担
い
、
新
市
発

展
の
た
め
の
基
礎
作
り
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

7
月
5
日（
火
）皇
居
に
お
い

て
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
を
賜
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
23
年
春
の

叙
勲
・
褒
章
に
お
い
て
、
市
消

防
団
団
長
渡
邉
吉
一
氏
が
、
藍

綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
藍
綬
褒
章
は
、
公
共
の

利
益
に
貢
献
し
た
人
に
対
し
て

内
閣
の
助
言
と
承
認
に
基
づ
い

て
天
皇
陛
下
か
ら
授
与
さ
れ
る

も
の
で
、
昭
和
54
年
に
消
防
団

に
入
団
し
て
以
来
、
長
年
に
わ

た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
し
た

活
動
が
認
め
ら
れ
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

6
月
29
日（
水
）皇
居
に
お
い

て
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
を
賜
り

ま
し
た
。

　

６
月
15
日（
水
）、
栃
木
県
公

館
に
お
い
て
平
成
23
年
度
栃
木

県
各
種
功
労
者
及
び
優
良
団
体

表
彰
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

下
野
市
で
は
、
橋
本
武
夫
氏

（
駅
東 

写
真
右
か
ら
２
番
目
）、

岡
本
忠
士
氏
（
小
金
井 

写
真

左
か
ら
２
番
目
）
が
表
彰
を
受

け
市
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
は
地
方
自
治
功
労
と

し
て
、
岡
本
氏
は
消
防
水
防
功

労
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
長
き
に
わ
た
り
地
域
・
住
民

へ
の
多
大
な
ご
尽
力
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

　

６
月
26
日（
日
）に
大
松
山
運

動
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
、
第
42
回
学
童
軟
式
野
球

大
会
に
お
い
て
、
10
チ
ー
ム
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
勝
ち
抜

き
、
吉
田
西
ク
ラ
ブ
が
見
事
に

優
勝
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
７
月
23
日（
土
）

か
ら
県
営
球
場
で
行
わ
れ
る
県

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

宇
賀
持
正
紀
氏
が

旭
日
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た

渡
邉
吉
一
氏

（
消
防
団
団
長
）が

藍
綬
褒
章
を
受
章

栃
木
県
功
労
者
表
彰
を

受
章

県
大
会
出
場
！

学
童
野
球
大
会


